
 

 

 

 

 

 

 

まもなく２学期終了 

あと１日で２学期が終了します。今のところ命に関わるような大きなけがや事故もなく、みんな

元気に２学期の終業の日を迎えることができそうです。２学期は、北方小学校との合同運動会やグ

ラウンドゴルフ交流会、ふれあい体験（宿泊学習）、修学旅行、市の音楽会、市の陸上記録会と校

内外の大きな行事が目白押しでしたが、すべての行事において大きな成果を残すとともに、楽しい

思い出をつくることができました。保護者や地域の皆様、他校の先生方や関係機関の皆様、ご協力

いただきありがとうございました。冬休み中の「安全」と「健康」についてのご指導と見守りをよ

ろしくお願いします。それでは皆様、よいお年をお迎えください。 

グラウンドゴルフ交流会、交流給食 

１１月２４日（金）に地域の方をお招きしてグラウンドゴルフ交流会と交流

給食を実施しました。グラウンドゴルフ交流会には、２０名以上の地域の皆さ

んが参加してくださいました。４～５人のグループを６つつくり、１グループ

に１人ずつ児童や職員が入りました。地域の皆さんは普段からグラウンドゴル

フをされているのでとても上手でした。ホールインワンも飛び出し、普段は静

かな秋山小のグラウンドに大きな拍手や歓声が響き渡りました。終わりの会で

は、全体の３位までと児童の１位の表彰を行い、終了後には、児童が作ったメ

ッセージカードを地域の方にプレゼントしました。 

グラウンドゴルフ交流会終了後、体育館に移動して、交流給食を行いまし

た。当日の給食のメニューは、具だくさんみそ汁、信田煮（しのだに）、給食

のり、白ご飯（ミルキークイーン）、牛乳でした。コロナ禍の時には参加者を

制限（保護者と評議員のみ）し、各教室に分かれて実施していました。コロナ

が第５類になったことから地域の方にも参加していただいて実施することがで

きました。地域の方とふれ合うことができ、児童にとっても大変有意義な時間

となりました。参加してくださった地域の皆さんありがとうございました。 

火災想定避難訓練 

１２月５日（火）の５校時に串間市消防本部の方をお招きして、火災想定の避

難訓練を行いました。避難をした後に、体育館に移動して校長の話と消防本部の

方の話を聞きました。消防本部の方には、避難の様子を見た感想や串間市の火災

の発生状況、家や地域で火災が起きた時の対応の仕方について話をしていただき

ました。話の後は、消火器の使い方について教わりました。体育館でしたので、

実際に消火はしませんでしたが、消火器の使い方の手順を教えていただきまし

た。これからますます寒くなり、火事が起きやすくなります。今回の訓練を生か

して、自分の命や大切な人の命を守れるようにしてほしいです。 

秋山っ子 
 

○ めざす児童像 

            明るい子ども 

            正しい子ども 

            強い子ども 

○ 学校の教育目標  豊かな心で正しく判断し行動できるたくましい体をもった子どもを育てる 

             ～しっかりとした夢をもち、夢の実現を目指して頑張る子どもの育成～ 

             串間市立秋山小学校 学校だより ＮＯ．９ 令和５年１２月２１日発

行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋山っ子 



大束小との合同持久走記録会 

１２月８日（金）に大束小の運動場で大束小との合同で持久走記録会を行いま

した。昨年度までは、大平小も含めて３校合同で実施していましたが、大平小が

休校になったため、今年度から２校合同の記録会となりました。また、昨年度ま

では「決められた距離をいかに早く走るか」で競争していましたが、今年度から

は「決められた時間でどれだけ長く走れたか」で競争しました。記録会に向けて、これまで朝の活動

の時間や体育の時間を使って、「自分のペースで走る」ことを目標に練習してきました。３・４年生

は４分、５年生は５分間走りました。結果は、惜しくも３位入賞者はいませんでしたが、全員が最後

まで走り切ることができ、走った３名中２名は試走の時と比べて、１００ｍ記録が伸びました。記録

会終了後、学校に戻り、振り返りをしました。振り返りでは、自分のペースで走れたことがよかっ

た、来年度は今年度の記録を超えたいといった感想が聞かれました。今年度も秋山小の児童に他の学

年の児童と競い合うという機会をつくっていただいた大束小の先生方、保護者の皆さんありがとうご

ざいました。また、応援に駆けつけてくださった保護者の皆さん、ありがとうございました。 

食体験（フルーツ大福作り）  

 １２月８日（金）の午後に保護者に皆さんにも協力いただき、食体験（フ

ルーツ大福づくり）を行いました。はじめの会では、校長が大福について話を

しました。はじめの会後は、フルーツ大福づくりをしました。餅粉をこねて作

ったもちに餡やフルーツ（ぶどう、いちご、パイナップル、キューイ、みか

ん）、チョコレート、クリームチーズなど自分の好きなものを入れて、自分だ

けのオリジナルフルーツ大福を作りました。大福はその名の通り、大きな福

（幸せ）が訪れるようにという意味が込められているそうです。大福を食べた

本校の子どもたちと保護者の皆さん、そして職員に大きな福（幸せ）が訪れる

ことを願うばかりです。ご協力いただいた保護者の皆さん、ありがとうござい

ました。 

人権週間  

１２月４日（月）～１０日（日）は人権週間でした。人権週間は、昭和２３年（１９４８年）１２

月１０日、国際連合第３回総会において、全ての人民と全ての国とが達成すべき共通の基準として、

「世界人権宣言」が採択されたことから、人権デー（１２月１０日）を最終日

とする１週間（１２月４日から１２月１０日）を「人権週間」と定めたそうで

す。本校では人権週間に合わせて、次のような取組を行いました。 

１ 人権に関する話を全校朝の会で行う。 

２ 人権に関する詩や名言の掲示をする。 

３ 学級活動において人権に関する題材を取り扱う。 

４ 市図書館に依頼し、人権に関する本のコーナーを設置する。 

５ 人権ツリーを掲示し、その日あったうれしいことや友達のいいところを  

カードに書いて貼る。 

２については、昨年度の引き続き、１日１つずつ掲示しました。今年度

は、小学生が書いた詩や標語を中心に選び、掲示しました。４について

は、1週間でたくさんのカードが貼ってありました。人権週間は終わりまし

たが、全教育活動を通して引き続き指導していきます。 


